
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し

◇
奈
良
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

１

事
務
を
処
理
す
る
市
の
追
加

国
有
財
産
法
に
基
づ
く
国
土
交
通
省
所
管
の
国
有
財
産
に
係
る
河
川
法
に
規
定
す
る
準
用

河
川
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
国
有
財
産
に
係
る
立
入
及
び
境
界
確
定
に
関
す
る
知
事
の
権
限

に
属
す
る
事
務
並
び
に
そ
の
他
の
立
入
及
び
境
界
確
定
に
関
す
る
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事

務
を
処
理
す
る
関
係
市
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

施
行
期
日
等

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

(1)

そ
の
他
所
要
の
経
過
規
定
を
置
く
こ
と
と
し
た
。

(2)

◇
知
事
及
び
副
知
事
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一

知
事
及
び
副
知
事
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

期
末
手
当
の
額
を
次
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

令
和
元
年
度

(1)

十
二
月
期

一
・
六
七
五
月
分

→

一
・
七
二
五
月
分

令
和
二
年
度
以
降

(2)

六
月
期

一
・
六
七
五
月
分

→

一
・
七
月
分

十
二
月
期

一
・
七
二
五
月
分

→

一
・
七
月
分

第
二

委
員
会
の
委
員
そ
の
他
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

期
末
手
当
の
額
を
次
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

令
和
元
年
度

(1)

十
二
月
期

一
・
六
七
五
月
分

→

一
・
七
二
五
月
分

令
和
二
年
度
以
降

(2)

六
月
期

一
・
六
七
五
月
分

→

一
・
七
月
分

十
二
月
期

一
・
七
二
五
月
分

→

一
・
七
月
分

第
三

教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正



期
末
手
当
の
額
を
次
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

令
和
元
年
度

(1)

十
二
月
期

一
・
六
七
五
月
分

→

一
・
七
二
五
月
分

令
和
二
年
度
以
降

(2)

六
月
期

一
・
六
七
五
月
分

→

一
・
七
月
分

十
二
月
期

一
・
七
二
五
月
分

→

一
・
七
月
分

第
四

施
行
期
日
等

１

令
和
元
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
第
一
の

、
第
二

(2)

の

及
び
第
三
の

は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

(2)

(2)

２

第
一
の

、
第
二
の

及
び
第
三
の

は
、
令
和
元
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と

(1)

(1)

(1)

と
し
た
。

３

そ
の
他
所
要
の
経
過
規
定
を
置
く
こ
と
と
し
た
。

◇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

１

給
料
表
の
改
定

全
給
料
表
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
、
給
料
表
の
改
定
に
関
す
る
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ

改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

諸
手
当
の
改
定

地
域
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
を
次
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

地
域
手
当

(1)

地
域
手
当
の
支
給
割
合
に
つ
い
て
、
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

勤
勉
手
当
（
令
和
元
年
度
）

(2)

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員

ア

特
定
幹
部
職
員
以
外
の
職
員

十
二
月
期

〇
・
九
二
五
月
分

→

〇
・
九
七
五
月
分

イ

特
定
幹
部
職
員

十
二
月
期

一
・
一
二
五
月
分

→

一
・
一
七
五
月
分

勤
勉
手
当
（
令
和
二
年
度
以
降
）

(3)

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員



ア

特
定
幹
部
職
員
以
外
の
職
員

六
月
期

〇
・
九
二
五
月
分

→

〇
・
九
五
月
分

十
二
月
期

〇
・
九
七
五
月
分

→

〇
・
九
五
月
分

イ

特
定
幹
部
職
員

六
月
期

一
・
一
二
五
月
分

→

一
・
一
五
月
分

十
二
月
期

一
・
一
七
五
月
分

→

一
・
一
五
月
分

第
二

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

１

給
料
表
の
改
定

給
料
表
の
改
定
に
関
す
る
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
特
定
任
期
付
職
員
の
給
料
月
額
を

改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

期
末
手
当
（
令
和
元
年
度
）

十
二
月
期

一
・
六
七
五
月
分

→

一
・
七
二
五
月
分

３

期
末
手
当
（
令
和
二
年
度
以
降
）

六
月
期

一
・
六
七
五
月
分

→

一
・
七
月
分

十
二
月
期

一
・
七
二
五
月
分

→

一
・
七
月
分

第
三

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

１

給
料
表
の
改
定

給
料
表
の
改
定
に
関
す
る
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
任
期
付
研
究
員
の
給
料
月
額
を
改

定
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

期
末
手
当
（
令
和
元
年
度
）

十
二
月
期

一
・
六
七
五
月
分

→

一
・
七
二
五
月
分

３

期
末
手
当
（
令
和
二
年
度
以
降
）

六
月
期

一
・
六
七
五
月
分

→

一
・
七
月
分

十
二
月
期

一
・
七
二
五
月
分

→

一
・
七
月
分

第
四

施
行
期
日
等

１

令
和
元
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
第
一
の
２
の

、
(3)

第
二
の
３
及
び
第
三
の
３
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

第
一
の
１
及
び
２
の

、
第
二
の
１
並
び
に
第
三
の
１
に
つ
い
て
は
平
成
三
十
一
年
四
月

(1)

一
日
か
ら
、
第
一
の
２
の

、
第
二
の
２
及
び
第
三
の
２
に
つ
い
て
は
令
和
元
年
十
二
月
一

(2)

日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。



３

そ
の
他
所
要
の
経
過
規
定
を
置
く
こ
と
と
し
た
。

◇
奈
良
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

１

手
数
料
の
額
の
改
定

次
の
手
数
料
の
額
の
改
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二
級
建
築
士
免
許
又
は
木
造
建
築
士
免
許
手
数
料

(1)

二
級
建
築
士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
手
数
料

(2)
２

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

３

施
行
期
日
等

令
和
二
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

(1)
そ
の
他
所
要
の
経
過
規
定
を
置
く
こ
と
と
し
た
。

(2)

◇
奈
良
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

１

保
証
債
務
の
極
度
額
の
定
め
等

連
帯
保
証
人
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
家

(1)
賃
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
家
賃
債
務
保
証
業
者
を
追
加
す
る
こ

と
と
し
た
。

連
帯
保
証
人
（
法
人
で
な
い
も
の
に
限
る
。
）
は
、
規
則
で
定
め
る
極
度
額
を
限
度
と

(2)
し
て
、
保
証
債
務
の
履
行
を
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
と
し
た
。

２

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

３

施
行
期
日
等

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

(1)

そ
の
他
所
要
の
経
過
規
定
を
置
く
こ
と
と
し
た
。

(2)

◇
奈
良
県
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例

１

無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準

無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

総
則

(1)

基
本
方
針

(2)

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

(3)



２

施
行
期
日
等

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
１
の

の
一
部
に
つ
い

(1)

(3)

て
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
他
所
要
の
経
過
規
定
を
置
く
こ
と
と
し
た
。

(2)

◇
奈
良
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

１

流
域
下
水
道
事
業
の
設
置

都
市
の
健
全
な
発
達
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与
し
、
併
せ
て
公
共
用
水
域
の
水
質
の

保
全
に
資
す
る
た
め
、
奈
良
県
流
域
下
水
道
事
業
（
以
下
「
流
域
下
水
道
事
業
」
と
い
う
。

）
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

法
の
財
務
規
定
等
の
適
用

地
方
公
営
企
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
の
規
定
に

基
づ
き
、
流
域
下
水
道
事
業
に
法
に
規
定
す
る
財
務
規
定
等
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

３

経
営
の
基
本

流
域
下
水
道
事
業
は
、
常
に
企
業
の
経
済
性
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
公
共
の
福
祉
を

(1)
増
進
す
る
よ
う
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

流
域
下
水
道
事
業
は
、
流
域
下
水
道
（
下
水
道
法
に
規
定
す
る
流
域
下
水
道
を
い
う
。

(2)
以
下
同
じ
。
）
の
設
置
、
改
築
、
修
繕
、
維
持
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と

と
し
た
。

流
域
下
水
道
事
業
の
施
設
と
し
て
設
置
す
る
流
域
下
水
道
の
名
称
、
処
理
区
及
び
処
理

(3)
す
る
区
域
の
存
す
る
市
町
村
（
以
下
「
関
係
市
町
村
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
表
の
と
お

り
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

名
称

処
理
区

関
係
市
町
村

大
和
川
上
流
・
宇
陀
川

第
一
処
理
区

奈
良
市
、
大
和
郡
山
市
、
天
理
市
、
桜

流
域
下
水
道

井
市
、
生
駒
市
、
香
芝
市
、
平
群
町
、

三
郷
町
、
斑
鳩
町
、
安
堵
町
、
川
西
町
、

三
宅
町
、
田
原
本
町
、
広
陵
町



第
二
処
理
区

大
和
高
田
市
、
橿
原
市
、
御
所
市
、
香

芝
市
、

城
市
、
高
取
町
、
明
日
香
村
、

上
牧
町
、
王
寺
町
、
広
陵
町
、
河
合
町

宇
陀
川
処
理
区

宇
陀
市

吉
野
川
流
域
下
水
道

吉
野
川
処
理
区

五
條
市
、
吉
野
町
、
大
淀
町
、
下
市
町

４

重
要
な
資
産
の
取
得
及
び
処
分

法
の
規
定
に
よ
り
予
算
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
流
域
下
水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
資

産
の
取
得
及
び
処
分
は
、
予
定
価
格
（
適
正
な
対
価
を
得
て
す
る
売
払
い
以
外
の
方
法
に
よ

る
譲
渡
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
適
正
な
見
積
価
額
）
が
七
千
万
円
以
上
の
不
動
産
若
し
く
は
動

産
の
買
入
れ
若
し
く
は
譲
渡
（
不
動
産
の
信
託
の
場
合
を
除
き
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の

面
積
が
一
件
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
不
動
産
の
信

託
の
受
益
権
の
買
入
れ
若
し
く
は
譲
渡
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

５

議
会
の
同
意
を
要
す
る
賠
償
責
任
の
免
除

法
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
流
域
下
水
道
事
業
の
業
務
に
従
事
す

る
職
員
の
賠
償
責
任
の
免
除
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
当

該
賠
償
責
任
に
係
る
賠
償
額
が
百
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

６

議
会
の
議
決
を
要
す
る
負
担
付
き
の
寄
附
の
受
領
等

流
域
下
水
道
事
業
の
業
務
に
関
し
、
法
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
も
の
は
、
負
担

付
き
の
寄
附
又
は
贈
与
の
受
領
で
そ
の
金
額
又
は
そ
の
目
的
物
の
価
格
が
七
千
万
円
以
上
の

も
の
及
び
法
律
上
県
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
で
当
該
決
定
に
係
る
金
額
が

三
百
万
円
以
上
の
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

７

業
務
状
況
説
明
書
類
の
作
成

知
事
は
、
流
域
下
水
道
事
業
の
業
務
に
関
し
、
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
事
業
年
度
四

(1)
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
業
務
の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
十
一
月
三
十
日
ま
で

に
、
十
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
業
務
の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

の
業
務
の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、

(2)

(1)



十
一
月
三
十
日
ま
で
に
作
成
す
る
書
類
に
お
い
て
は
前
事
業
年
度
の
決
算
の
状
況
を
、
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
作
成
す
る
書
類
に
お
い
て
は
同
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
予
算
の
概

要
及
び
事
業
の
経
営
方
針
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

ア

事
業
の
概
況

イ

経
理
の
状
況

ウ

ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
流
域
下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
故
に
よ
り

に
定
め
る
期
日
ま
で
に

の
業
務
の
状
況

(3)

(1)

(1)

を
説
明
す
る
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
知
事
は
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
こ
れ
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

８

そ
の
他

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が

別
に
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

９

施
行
期
日

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
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